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「思うようにならないことから学ぶ」 

 

校長 髙山 俊哉 

 

 

長引く梅雨の中、非常に暑い日があったかと思うと、一転して雨模様の天気となっ

たりして気候が安定しません。体調を崩す人が多いのではないかと心配をしましたが

休みが増えていく様子もなく、生徒の皆さんが元気に過ごしてくれていることにホッ

としています。給水を自主的にして、無理をしないという自己管理の力がついたこと

は、もしかしたらコロナ禍を経験したからこそかもしれません。 

そんな中 6 月後半から、３年生にとっては部活動の最後の大会が始まりました。 

それぞれが個人や団体で、集大成のこの大会へ向けての想いがたくさんあることだと

思います。 

今年も、皆さんの普段とは全く違う顔に会いに、できるだけ多くの部活動大会に応

援に行かせていただいています。勝って大喜びをする姿もたくさん見ましたし、悔し

涙にくれて肩を落とす姿もたくさん見ました。 

私たちは「努力は裏切らない」を信じて・・いや信じたくて、さまざまな活動に取

り組みます。多くのことは、多少なりとも成果が見えて自分でも頑張った甲斐を感じ

るのですが、同様に世の中にはどう頑張っても思うようにはならないこともまたたく

さんあります。 

みなさんのこれまでの人生経験の中では部活動はその思うようにならないことの代

表格なのではないかと考えます。頑張って頑張ってレギュラーを目指したけど試合に

出られなかった人もいるでしょう。この一戦に、この１プレーにすべてをかけて戦っ

たのに負けてしまった人もいるでしょう。思うようにならなかった大きな経験だと思

います。 

しかし、思うようにならなかったことの中から、経験を生かし、次はこうしたい・

こうしようという意欲や希望が生まれてくるものです。努力しなかった人は、努力の

先に何が起こるのかを知りません。だから、その経験を生かしつぎはどうしたらいい

のかのアイデアもわきません。「思うようにならなかったこと」は実は人間にとって

大切な生きていく力を与えてくれたすばらしい機会だったのではないかと思います。  

 

「Our lives are worth the effort we put into them.」 

＜私たちの人生は私たちが費やした努力の分だけの価値がある＞ 

F・モーリック（フランスのノーベル賞作家） 

 

 

https://www.edu.city.yokohama.lg.jp/school/jhs/chigasaki/


６/２２（木） １年 自転車交通安全教室 

 

横浜市交通安全協会のご協力 

をいただき、自転車の安全な利 

用について学習しました。 

交通ルールを守り、事故をおこ 

さないよう気をつけましょう。 

 

 

 

 

 

６/１５（木） 職員研修会 

 

消防署の方を講師にお招きし、職員が救急法 

実技講習を行いました。 

生徒の皆さんも学校の 

AED や担架はどこに 

設置されているか 

を確認してみてください。 

 

６月～ 保健・体育科 水泳実習 

 

いよいよ水泳実習が始まって 

います。楽しみにしていた生徒 

も多いようです。 

体調に留意し、元気な状態で 

実習に臨んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

６/１９（月）  

個別支援級ジャガイモ収穫 

 

４月に種芋を畑に植えてから成長して

花が咲き、ついに実をつけたジャガイモ

を、みんなで収穫 

しました。 

大小たくさんの 

ジャガイモがとれ 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７/４（火） よこはま子ども国際平和 

スピーチコンテスト 

都筑区内各中学校の代表 8 名が参加し、

区役所大会議室で行われました。 

本校の代表として、渋谷万桜さん（３年

生）が登壇。「こえを聞いて」というタイト

ルで心を込めてスピーチをしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６/２７（火）  

２、３年 進路説明会 学級懇親会 

 

体育館で進路指導主任による説明会及び教室で

学級懇親会を行いました。進路説明会では今年度

の高校入試に関する説明がありました。多くのご参

加をいただきありがとうございました。 

６/９（金）       生徒総会 

 

生徒会活動目標、方針に基づいて各委員会の年

間活動計画を立て、学級討議・評議会を経て生徒

総会が開かれます。教室で各々のタブレット PC

を活用し、議案書を読みながら参加しました。 

６/１５（木）～１６（金） 前期中間テスト 

 

定期テストは普段の授業の内容をどれ

だけ理解しているかを生徒自身が確認

するためのものです。１年生にとって初

めての定期テストでした。２年生・３年生

も真剣に臨みました。 

６/２８（水）  学・家・地連 総会 

 

学校・家庭・地域連携事業は、子どもた

ちの健全育成のために連携・協力し、

様々な活動をしています。総会では今

年度の活動計画を決定し、有意義な情

報交換、意見交換が行われました。 



●３年生の修学旅行平和集会における「長崎平和宣言」を紹介します。 

「平和」について心新たに考えるきっかけにしていただけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇今後の主な予定◇ 

７/２０（木） 全校集会 

【 夏季休業期間 7/21（金）～8/2７（日） 】 

７/２１（金）・２４（月）・２５（火） 学習会 

7/30（日） かき氷サービス（部活動支援会） 

８/１２（土）～１６（水） 学校閉庁日 

８/２４（木） 学習会 

８/２８（月） 全校集会・避難訓練 

９/４ （月） 学習相談 

９/６ （水）～８（金） 前期期末テスト 

◇お知らせとお願い◇ 

 

●7/30（日）11:00～１４：３０昇降口

前にて部活動支援会による「かき氷

サービスを実施します。（雨天決行）」 

どうぞご参加ください。 

 

●9/1６（土）は「ふれあい祭」を授業参

観後に実施します。只今実行委員会

が準備を進めています。皆さまのご

協力・ご参加をお願いします。 

 

●中学校給食の月初めの注文忘れが

多い状況です。夏休み明けは 8/28

（月）から注文可能です。 

  お子様と一緒にご確認ください。 

長崎平和宣言 

１９４５年 8 月 9 日 午前 11 時 02 分 

７８年前、この長崎は原子爆弾が投下されました。原爆の熱線と爆風によってこの街が火の海となり、７万３

０００人以上の尊い命が犠牲になりました。 

今の日本、長崎は平和で安心して暮らせる街です。それは戦後、多くの人たちの努力と、２度と悲惨な戦

争を繰り返さない、そしてこれ以上、原子爆弾の被害に遭わせないという強い意志のおかげです。 

しかし戦後７８年を迎えた現代において、戦争は過去のこと、自分達とは関係のないことと考える人が増え

ています。私たちも学校で勉強するまで長崎に原爆が投下され多くの犠牲者が出たこと、また今でもその

後遺症に苦しむ人がいることを知りませんでした。 

世界に目を向けると、ロシアがウクライナ侵攻を続けています。学校も爆撃され、私たちと同じくらいの年齢

のこどもが犠牲になっています。これはテレビの中、遠い国で起きている、自分達とはつながりのもたない出

来事ではありません。７８年前の原爆でも多くの学生が犠牲になりました。 

戦争体験者の高齢化が進むなか、私たちが平和学習で身につけた知識、体験者の思いを受け継いでい

かなくてはなりません。そして先人が私たちに戦争のない安心して暮らせる「平和」を残してくれたように、

私たちも次の世代にこの「平和」をつないでいきます。 

私たち茅ケ崎中学校生徒一同は２度と悲惨な戦争を繰り返さないために、３つのことをここに宣言します。 

 

一、 問題解決の手段として暴力ではなく話し合いを用います。 

一、 困難に出会ったときは友達と協力して乗り越えていきます。 

一、 これからも戦争についての知識を深め、学んだことを次の世代に伝えていきます。 

 

平和で活気に満ちた長崎の街が、かつて大きな悲しみに包まれたことを忘れません。 

今あるこの平和を永遠に守るために、ここに手を取り合うことを誓います。 

 

令和５年５月２２日  横浜市立茅ケ崎中学校   生徒一同 

 


